
 

自然環境保護の 

市民活動事業 
オオムラサキ通信 

 

第  ２ 号 

2016年４月 24 日 

NPO法人 市川にオオムラサキを生息させる会 

ごあいさつ 

会員 支援者の皆様 平素の 

ご協力とご支援を感謝いたします。 

 昨年の最大の課題は、新しく設計し

た飼育小屋を活用して、羽化したオオ

ムラサキを交尾産卵させることでした。 

残念ながら、初めての試みは失敗に

終わりました。本年度こそは、さらに 

 

 

 

専門家の指導を仰ぎ、成功させるように

頑張るつもりです。 

 市川市教育長の田中庸恵先生の 

ご理解とご協力で、本年度から、市川市

で理科教育の進んでいる中山小学校と 

若宮小学校をご紹介頂き、オオムラサキの 

飼育教育の支援をすることとなりました。 

      村井吉和 

２年度の事業活動報告 

次の事業活動を行いました。 

・オオムラサキ飼育とエノキ苗木管理 

・ホームページの開設 

・オオムラサキ幼虫飼育教室開設 

・3幼稚園に幼虫飼育中のエノキの 

苗木鉢貸出開始 

・羽化したオムラサキ観察かご展示 

・1％市民活動支援団体承認受託 

 

シジミ 

貝なら「蜆」、蝶なら「シジミチョウ」 

前夜飲みすぎた翌朝のシジミ汁は別

として、シジミ蝶は野原のイタズラ 

小僧！であるとは言え、コレクターは 

まず大型の蝶を目指すのではないで 

しょうか. 「オオムラサキ・モンキアゲ

ハ・ナガサキアゲハ・アサギマダラ等々」 

私も少年時代過ごした 市川市で

採集した標本を今も大切に保管して

います。 でも一番愛着を持っている

のは、シジミ蝶の仲間です・ 

 

 

・地味でもあり、キラキラもしている。 

・母指の先程の体型。チョンチョンと舞う。 

・いつも出会えるのに、望むときは梢の 

上のミドリ・アカシジミ！ 

・ウラナミなどは夏休みの最後にやって来る

ので展翅しても9月1日には間に合わな

い。（最近は温暖化のせいか早目に出

会えますが。）   

とは言え、私が一番好きなチョウは  

「ゴイシシジミ」 笹類に群して タケノア

ブラムシをつついて蝶としてはめずらしい 

肉食です。 

 

       副理事長 城野 正幸 

 

3年度の事業活動計画 

次の事業活動を計画しております。 

・オオムラサキ飼育とエノキ苗木管理 

・オオムラサキ幼虫飼育教室 

・3幼稚園に幼虫飼育中のエノキ 

苗木鉢の貸出継続 

・中山小学校、若宮小学校のオオムラ

サキ飼育教育支援 

・羽化したオオムラサキ観察かご展示 
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現支援者総数： 124名 

内、会員数： 38名 
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募集協力のお願い 

① 会員  

② 支援者  

③ 活動員  

④ オオムラサキ飼育 

教室会員 

 

http://www.oomurasaki.com 

（市川にオオムラサキを生息させる会） 

http://www.oomurasaki.com/


 

 

自然環境保護 

の市民活動 
オオムラサキ通信 

 

第  １  号 

2015年５月９日 

NPO法人 市川にオオムラサキを生息させる会 

ごあいさつ 

 オオムラサキ通信をお読み頂き有難

うございます。 皆様のご支援でNPO

法人を昨年 6 月に設立し、2 年目を

迎えることができました。 

 日本は、経済大国に発展しましが、 

心を大切にしない貧しい国となってしま

ったことは大変残念です。 

 

 

 

児童からシニアの方々まで、コミュニ 

ティー全体で、オオムラサキの飼育活動 

に参加して自然環境保全の大切さを 

体験して頂くことを願っております。 

これからも、会員並びに支援者皆様の

ご理解とご協力とをお願い申し上げます。 

代表 村井吉和 

初年度の事業活動報告 

次の事業活動を行いました。 

・オオムラサキ飼育とエノキ苗木植樹 

・ホームページの創設 

・オオムラサキ幼虫飼育教室開設 

・幼虫飼育中のエノキの苗木鉢貸出 

制度の開設と受入れ先開拓 

・羽化したオオムラサキ観察かご展示 

・1％市民活動支援団体承認受託 

国蝶オオムラサキ 

歴史的には、1933年に蝶類同好

会で国蝶を決める話が持ち上がった。 

提案理由は、①日本全国に生息して

いる、②だれても知っている、③大形で

模様も鮮明、飛び方など日本的種類 

1956年 6月 20日、日本で初め

て蝶をデザインとした切手が発売され

たことから刺激を受け、1957年、  

日本昆虫学会総会が国蝶に選定。 

オオムラサキ飼育活動事例のご紹介 

調布の深大寺境内には、地元のボラン

ティアがお寺と協力して、エノキの植樹を

行っており、オオムラサキの幼虫を飼育し

て、小屋を設定して観察させている。 

茂原市には、長年、高校教師をされて

いた方が、小屋を建ててオオムラサキ生息

活動をされている。更に、この方の指導さ

れた関係先が 10件近くもある。 

2年度目の事業活動計画 

次の事業活動を計画しております。 

・オオムラサキ飼育とエノキ苗木植樹 

・オオムラサキ幼虫飼育教室 

・幼虫飼育中のエノキ苗木鉢の貸出

制度の実施 

・羽化したオオムラサキ観察かご展示 

・1％市民活動団体支援プログラムの

フォロー 

事業活動予算と実績 

初年度事業予算 38 万円（内、事業

費 23 万円、管理費 15 万円）に対し

て、実績 44 万円  （内、事業費 24

万円、管理費 20万円）であった。 

２年度の事業予算は、30万円とする。 

市川市市民活動団体支援制度 

市川市は、他市に先駆けて市民税の 1％を市民

の活動団体支援に当てている。 

昨年までは、131 団体が支援金取得の承認を

受けており、当NOP法人も 134番目の団体に

登録され、11万円を支援金として申請した。 

**** 

現支援者数：122名 

会 員 数：   22名 

（平成 27年１月末現在） 

 

 


